
　アオイ科フヨウ属 Hibiscus mutabilis cv 
(cultivated variety) versicolor
　ハイビスカスと同属、フヨウの種小名
mutabilis は「変化しやすい」の意。秋口
に咲く。朝咲いて夕刻にはしぼむ。スイ
は酔であり、スイフヨウはフヨウの栽培
品種で、花を八重としている事典が多い。
この品種のフヨウでは、午前中は白かっ
た花が午後になるにつれて淡紅色に変わ

り、あたかも白面の人が酒の酔いの回っ
たように見えるからという。この変化は
気温が高いと早く進むようである。中部
大学2号館中庭奥の樹の花色は朝と夕で
全く違い、その変化からスイフヨウと思
われる。花弁は一重で、スイフヨウには
八重でないものもあるようである。
　フヨウには室町期には栽培と観賞の記録
があるらしい。かつては茎の皮からとれる
繊維を漁網や製紙などに利用したという。
韓国の国花であるムクゲは同じ属で、少し
小ぶりの花はフヨウに似ている。花弁の先
端は波状で、葉の形は似ていない。
　フヨウの花は女性の美しさの例えとな
る。「芙蓉の雪の精をとり、吉野の花の華
を奪い」という旧制高校寮歌の一節があ
るが、芙蓉と雪は季節が合わない。私は

かつて歌詞を「芙蓉の花の精をとり、吉
野の花の香を奪い」と思い込んでいた。
辻
つじつま

褄はなんとか合っているが、芙蓉が富
士山のこととは知らなかったのである。
　中部大学のスイフヨウは今年も咲いて
いたが、根元の腐食が進んでいたらしく、
彼岸直前に樹が倒れ、次の週には切り株
だけになっていた。残った株から再生す
るようならよろしくと管財部の方にお願
いしたが、スイフヨウは庭の空間から幻
のように消えてしまい、惜しいことでは
ある。
参考）
・「朝日百科植物の世界」第7巻、朝日新聞社
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・「花と樹の大事典」木村陽二郞監修、柏書房

1996
・ウィキペディア「フヨウ」
・花ことば：「繊細な美」、「しとやかな恋人」

　2023年9月17日に春日井市の落合公
園で開催された「リルミネーション 灯
そう！春日井の明るい未来」への出展
要請があり、研究室の学生が主体で

「レーザートラップ」を出展しました。
　当初はイルミネーション作品の展示
を考えましたが、電気電子システム工
学科の出し物としては、もう少しユニー
クかつ技術力をアピールした出展がし
たいと考えました。そこで思いついた
のが、レーザートラップでした。
　システムの構築は苦難の連続でした。
まず初めにレーザーの選定です。出力
の大きな装置は海外から購入できます
が、日本では法律により1mW未満の出
力のレーザーしか利用できません。小
さな出力では暗闇の中でさえレーザー
の軌跡が目視しにくく、迫力に欠けま
す。そこで利用したのがスモークの発
生装置でした。スモークといっても濃
い煙（もちろん無害）を出さなくても

薄いスモークでレーザーの軌跡がはっ
きり目視できるので、ゲームとしての
クオリティーも上がりました。
　次に苦労したのは、レーザーに人が
触れた時に知らせる仕組みを構築する
ことでした。マイコンと受光素子を用
いてレーザーの光が遮られると音が鳴
る装置を作成したのですが、子どもの
プレーヤーが多く、受光素子を固定し
たポールに触れてレーザーと受光素子
の位置がずれてしまい、調整の頻度が
多くなってしまいました。レーザー発
生器と受光素子の調整はイベントの最
後まで苦労しました。
　イベント前日に研究室のみんなで準
備をした際、「明日は行列を作りたいね」
と話していましたが、当日はたくさんの
方々がレーザートラップを楽しむため
に列を作って待ってくれました。
　今後は、大学のオープンキャンパスな
どでお披露目できればと思っています。
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「リルミネーション 灯そう！ 春日井の
明るい未来」にレーザートラップを出展

太田明徳学校法人中部大学　監事

スイフヨウ（酔芙蓉）

山本和男中部大学　工学部電気電子システム工学科　教授

（写真上から）レーザー
トラップの様子、順番
待ちの列、当日宣伝
のために作った電光
掲示板（モニタを利用）


